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The present study has two aims: First， to develop a domain values scale for college students， and 

to confirm the reliability and validity of the scale. Second， to investigate the relationships between 

college students' interests and values on their majors. 1n a survey conducted on 330 college students， 

a domail1 values scale for college students was developed， consisting of 5 subscales: reward-related 

value， social-related value， interest-reJated value， interpersonal-related value， and utilityωrelated value. 

ReJiability was assessed using Cronbacluα. CorreJations between achievement motivation， difficulty 

perception， mastery goals， self-regulation strategies using and the subscales of the domain values scale 

for college students provided 引ridencefor the construct validity. A cross-lλgged model was used to 

examine the recipr‘oca1 relationships between college students' interests and values 011 their司 majors.

The results indicated that the interest-related value in freshman year predicted the current interest 

and the interest in freshman year predicted the current utility-related value. 1n addition， it showed a 

positive relationship between the current interest国relatedvalue and the out向。ιcJasslearning time on 
their majors， also between the current utility-related value and the major-related career choice. 
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スポーヅ:選手ゃ;芸術家が毎日練習を積み重ねた体

験について諮る光景がしばしば見かけられる。 1百j様

に，専111]鎮j戒の内容に対して繰り返し取り組む行動

は，技術者や7i)f究者の成長過程においてもみられ

る。このように，特定の対象や内容に対ーするより安

定的な選好または繰り返し物事に取り組む傾向は

い個人的興味" (individual interest; Renninger， 1992， 

2000) と呼ばれ，研究が蓄積されてきた。従来の研

究より個人的興味は，学習中の深い認知i処JA，持続

牲と努力に関連し T 高い学業動機づけと良いパ

フォーマンスにつながることが示されてきた

(Prenzel， 1992; Renninger & Hidi， 2002; Schiefele， 
1992)。
倒人的興味は特定の内容を学習することに対して

望ましい影響を与えることが明らかにされてきたも

のの，いかに個人の中で定着し発達していくのか

についてはまだ十分解明されていない。個人的興味

の発達プロセスにl到して.Hidi & Renninger (2006) 
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は，環境からの刺激によって一日前i守に喚起された興

味の状態が維持され， より長期的， 自発的に持続で

きる個人的興味へ変化し，また興味の状態の繰り返

し中で 1~~ 々に 3ti主していく (Renninger& Hidi， 

2015) という矢n見を提供している。 具体的には， 感
情によって特徴づけられる興味の状態はより発達程

度の低い興味の局間に。ポジテイブな感情，蓄積さ

れた知識と価値によって特徴づけられる個人的興味

はより発達枝度の高い興味の局面に位置づけられて

いる。また，興味の状態から個人的興味への定着を

促すには，学習者を興味対象の・価値"に気づかせ

ることの重要性が指摘されている。

達成文脈における "1illi値"を理解する|段 "mi

待-iilli値;E[ft論" (Eccles， 1983， 2005)が有用な理論

的枠組みを捷供している。白期待-{抗日産主H論川で取
り!こげる価値は，イIN!入の課題選択に影響を及ぼす課

題の性質と見なされ主観的課題filli値" (subjective 

telsk value，以下謀題価値と l略す:Eccles， 2005) と

呼ばれている。課題fillげ症は質的内容によって，“達

成イi¥li値"・“17ヨ発・興味1illiイrtA"・“実用価値"・“コス
ト"の 4，;f:重類に区別されている (Eccles，2005)。具

体的には，“達成価値"とは課題の参加ゃうまく取

り組むことに関する個人的重要性である。“I:kJ発

興味価値η は， 11記入が諜題に従事することによって

得られる楽しさ，または，謀題に従事するl緊に得ら

れる楽しさに関する予測を指す。"実用価値"は，

課題が個人の将来の計画と主主合する程度を意味す

る。そしてコスト"は，課題に従事することに

関する予期不安，失敗への恐れ. または他の課題に

従事するH寺IT，jJや精神力の損失などに関わる概念であ
フ
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また，イヂI'm(2001)は羽1待一価値目i論"におけ

る課題価値の分類を精散化し J主成1i!li組"を u公

的獲1~HlIi値"と'私的獲得制li1ï~" に利用価値"

を 川市IJJ支1'1守利用先日値" と “実践的考IJJ'FJ1illi1n白"にi玄関

しそれらに“興味イiili値"を加え， 5つの課題価値

の概念を定義し諜題価値評定尺伎を作成した。 I玉l

子分析の結果，干IJm価値“興味価値"・“公的獲

得価値"・“私的獲得価値"の4つの因子が得られ

た。

以上よか価値という概念をめぐって，課題1illI1n在

の分類の試みがなされてきた。しかし，本町iヲEで取

りJ二げる個人的興i床を検討する際に， 1illi1直前L定の対

象は，特定の課題より範i主!が広い分UJj'や領域などで

あるため，興味対象に対する価値認識には前述の課

題官1li1患と異なるカテゴリーが生じてくる可能性があ
ると考えられる。例えば，鹿毛 (2013) は，“期

待一価値理論"で取り上げた課題イilIi値をより一般化

し動機づけの源泉は課題の内容にあるという内容

必然性の観点、から興味関連価値“実nJ関連{illi

億円・“文化関連価値"の3つの課題内生的価値と

“j主我関連1Illi他対人関連価値"・ h報酬関連価値"

の3つの課題外生i均価値を区別している。そのう

ち.“文化関連価値.. (課題の遊行や達成が社会的に

望ましい程度).“対人関連1illi値" (諜題の遂行や達

成を通じて得られる人lilJ関係上の効用)• また“報

酬関連1illi値.. (課題の遂行や達成によって得られる

実利性)は "Mjj待一1i日i値理論叫で取り上げられてい

なかったo "H月待一価値理論"では，ある特定の諜
j習に対する動機づけやパブオーマンスを説明するた

めに，“期待-fllli値モデル"に 4つの課題filli髄を取

り入れているが，特定の興味対象に対する1illi飽認識

の内容には， より多くのカテゴリーが存在すると予

想される。

また，興味と特定の課題1nJiイ直の関連を検討する研

究も ;j文見される。例えば. Hul1eman， Durik， 

Schweigert， & Harackiewicz (2008) では，大 ~f: ~Iミ

の授業に関する興味ii!li値と実)下J1illi値は授業に対ーする

後 i読の g~J. I!未を予慨した。また. Hulleman， Godes， 

Hendricks， & Har・ackiewicz(2010)は，実用1illi1自の

介入が諜題に対する興味とパフォーマンスを|向上す

るのかについて検討した。その結果，パフォーマン

スが低い学生において，介入による実用価値の認識

と ~~I床カf増加し，実用制liイ詰i の 55う:1]は，介入による興

味の効果を説明した。これらの研究より。興味1illi1it¥1

と利用価値が個人的興味の定着や発達を促進する可

能性が示唆される。一方，興味をもって取り組むこ

とで価値が生じてくる可能性も考えられ，実際の学

習文脈の中でそれを検証することも意味があると考

えられる。

なお，個人的興味は特定の対象に対して生じる性

質があること， また教育実践における利用可能性を

踏まえ，今回の研究では大学生が専攻している分野

に対する興味(以下，興味と 111告す)に注目する口

以上より.本研究では，まず予備調査を行い，大

学生の学習分IDtに対ーする1illi1自認識の内容を明らかに

する。そして本調査では.大学生m:':J-.:習分野村liilrr尺
j支(以下対象台Ili値尺度と 11告す)を作成するとともに，
その信頼性と妥当性の検討を行う。次に，作成した

尺度をよI~ い，興味と対象1íllî値の現JJÆについて検討し

ていく。

予備調査

本調査に先立ち，大学生の学~1Ji分野に対ーする {íllî他

認識の内容をi明らかにするために，茨城県内の国立
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大学 1~ 4年生225::tr(男性114名，女性102::tr，不
IV=J 9 ::tl) を対象として自 1=1=1記述による予備調査を
行った。質問す氏では， 吋専攻している分野を学習す

ることについて，あなたはどのような意義や有用性

があると思いますか。けとし寸文章を提示し笛条

書きの形で回答を求めた。調査は2014~ì三 5 月から 11

jヲまでの!日]に集団あるいは個別に{衣料iし実施した。

そこから 39811~1 の記述が得られ，第 I 著者を含む心

理学専111)の学生2名の評定者により， KJ;去による
カテゴリ一分け4を行った。その結果"~~，ll味 i立J:;illfijjj 

値“実用問述1íUí1産"・“ I~I 我山，J:iill11lli値"・"1'J会関連
fIIli1迫“対人関連nヲ{ilji値"の 5つのカテゴリー(9 
つの下位カテゴリー)が得られた。各カテゴリーの

内容を[1今l床し，カテゴ1)一分鎖の恭準を定義しt:.o

その結果を Table1に示した。

関連価値(獲得価値)"の 1つとされた“公的獲得

価値" (望ましい自己スキーマ獲得につながる価値

の1:1:1，他者比較に注意の焦点が向けられる知i値)が

見当たらなかった。その理Eむとして，質問紙の回答

が社会的望ましさに影響された可能性やサンプリン

グの偏りにあることが考えられる。そこで，予備調

査の結果による対象官lIi値の 9つのカテゴリー(5つ

の|二位カテゴリー)に先行研究の知見による“公的

獲得filli他“報附関連価値りの2つのカテゴリーを

加えた計1111ulのカテゴリー(6つ令上仙台カテゴリー)

ごとに対象{illi値尺)支の智定項目(計41項 I~I )を作成

した。

本調査

呂的予備調査の結果は， mr毛 (2013) による達成課題
に対ーする1i!liイ自分類のカテゴリーとほぼ一致したが，

宇IA酬関連似値" (諜j越の達成にI¥j'fi伴する実利性)の

み，予備調査のカテゴリーに見当たらなかった。ま

たすイ)1出 (2001)の課題価値評定尺)支の下位R.J支に

照合すると， 守士会|立1:illHilli1it{'・0・対人関連1illi値"の
2つの新しいカテゴリーが見いだされたが， "gj我

本調査の目的は， まず対象価値尺度を作成し，そ

の信頼性と妥当性の検討を行うことである。

興味対象の価値認識尺!支の妥当性の検討にあたっ

ては，以下の関連する変数を取り上げることにし

た。

まず興味対象1illi値は，課題1illi値に類似した概念で

Table 1 
K] iJ、eによる三己述内容のカテゴ1)_~I:.)主の説法ミ

ヒ1:V-' 下位 rLゐ -0，>1七i

yこ:'JJt 回答{タIj
カテゴリーカテゴリー

"-0メi可分llifについて翌日併を深めることカfできる"
知的側面 知識の獲得こと臼体の1Jlli航

可抗ieの分野についての知識を得ることができる"
好奇心など的発的欲求の -;¥.'>-t__，

ij~JI床 i羽述 J:=;びFい とを学べるので，楽しい"
感情的fHlJi市満足によって生じる感情‘寸 ー 」iilli1ili ，""In"JI'，J!U' ':'::J_~~/~:o， ~ '-_'-<-"""，"-'11') "9JI(:j'0lj子寄心を満たす"

的{llIi借

興味の発達郁i人的興味の延長また1Jl:“自分の興味を持つ分野をjよげる"
に関連 張における{illi佑 1羽述した他の分野についてもま11ることができる"

私的手IJJFJ
自分の就きたい職へつながる知識を深めるこ

個人の未来の@標に繋が

実用|叫述 fiHi1直
とカfで一きる"

るfilli1i[(
白白:j手来に生かすことができる"

fillifiM 

'~I 我関連
価値

社会!共!述

1111I1iu 

対人!品J:iili
1illi11直

公的利用 社会的基準に適合するlll1i'資格を取ることができるけ
部i{，直 佑 “これからの社会についていける"

自己締立i'l'0望ましい自己イメージへ“自分をJA解することにつながる"
価値 のJ菜紫における倒他 "':'1分のやりたいことが見つけられる"

自己向上1'1'0より優れた白分イメージ“自分自身を深められる"

1illi位 の実現における価値 "I~l 分の考え方が深めるけ

社会発展ための貢献にお よりよい社会づくりの礎となれる"

ける1illi他 .人IHJの生活に役立つ，豊かにする川

0・他者耳目併に役立つ
対人関係への潤!併におけ白

‘[1々生活の仁11の対人関係に役lLてることがで
る古Ili値

『 きる"

分類できなかった記述

I:UJJt!H{J支(1181) 

74 

29 

39 

72 

12 

19 

43 

81 

17 

12 
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あることが考えられるため， 1芦田 (2001， 2008)に
従い，困難度の認知と達成動機尺j支を使用すること

にした。課題1I1li倍と困難疫の認知との関連につい

て，大学生を対象とした研究(伊国， 2001)では.

課題ーの困難皮は興味関連価値と負の関連，獲得価値

とほぼ無関連，利用価値と正の|共]jillが示された。本

1iJI:究では伊'l=Ej(2001) と!司r長ながi身ミカ巧尋られること

が予想される。

諜題価値と達成動機の関連について，伊国 (2008)

では， •• 9i~l~ミ関連価値"・“獲得制1i1菌(自我関連1IIIî

値)". "利用制li値(実用関連価値)"いずれも“ I~I 己

充実的j自主動機"と正の関連， 2種類の“獲得1iili値

( 1ヨ我関連価値)"，そのうち特に“公的手IJm1illi倍"

が“競争的達成動機"と正の関連が示された。また，

本研究で扱う対象イiHi佑の各側面iには川意義や右m
性 η といったようなポジティフーな性質があることよ

り，いずれの対象価値認識も.自己充実的達成動機"

と関連することが予想される。 ーブJ. “競争的達成

動機"は他者に競り勝つことを重視する欲求である

とともに“成功をするということは，名誉や地位

を得ることだ"といったような達成の実利性に注目

する内容も含めるため 守I~酬関連価値“自我関

連価値H と正の関連があることが予想される。

そして，課題1illi備と.“マスタリー!ヨ標"・“自己

調整方111告"の使用との間に， 1=1叫主度の関連があるこ

とが報告されている (Wolters，Yu， & Pintrich， 

1996)。そこで.達成目標尺度， I~I 己調整学習尺!支

を対象価値尺度の妥当性検討で斤jいることにした。

Wolters et al. (1996)では 課題価値の質的側面1を
区別することなく "o母i床関連1ilJi値"・“私的利用1i!li
liel" に近い内容を測定しているため， 本;羽研臼引f究でで、は'
'g興泣キ如}ロ!味司床ミ!関羽述イ官利佃仙il旧凶Il出li1他i直立 川私的利r用1羽目?古骨知儲i日出li10値白，η，が マス夕 リ一
目標

連が見られることカが宝予笠想(される O

本調査のもう一つの日的は，興味と対象イiHi他の関

連を検討することである。そのため，調査対象者に

大学 l年11寺と今現在の興味および対象{oli値について

それぞれ回答を求めることにする。興味の測定につ

いて， 1き己報告や行動などの多様な指標をmし、る必
要性が指摘されている (Renninger&日idi，2015)。

そこで.大学 1:-:r: 11寺の興味を制定する指標として，

先行研究 (Hidi& Renninger， 2006)で指摘された

倒人的興味を特鍛づける感情，認知1.知識の3側部

からなる興味)¥:}支をPFJv'る。また，今現在の興味の

il!lJ定では，興味尺伎に力11え，勉強時間や進路選択の

行動傾向についても尋ねることにする。

方法

調査時期 2014年11月から12月であった。

調査対象者 茨城県内の悶立大学の 2~4 年生

330名(男性197名，女性132名，不明 l名;文系学

部78::tl， 理系学部90名，文翌日系総合学音1)161::t1.不
明 1::tl) を対象とした。平均年i給は20.52歳 (SD=
0.93)であった。研究目 1'1守別にサンプルを 2つに分

け.サンプル Aの185Z1(男tl:92zl，女↑生931='1，エ12:
均年指令20.30歳，SD=0.98)，サンプル Bの145名(男

性105ZI，女性39名，不明 I宰1.平均年i前=20.81ì~ι 

SD = 0.79)に対してそれぞれ呉なる調査内容を実施

した。

調査内容

l 対象価値:予備調査の*jlf:!f!:に基づいて作成し

た対象価値尺度の暫定頃 i~l (41項自)を使用した。

教示は“あなたが専攻している分野の学習に関する

考えについてお尋ねします。専攻している分野を学

習することの魅力について， 1から 7までの数字か

ら，あなたの考え方にもっとも当てはまると思う数

字を Iつ選んでOをつけてください η とし， 7 flニ法
( 1 ・1I~く当てはまらない， 2・当てはまらない，

3・やや当てはまらない. 4:どちらともいえない.

5:やや当てはまる， 6:当てはまる. 7:非常に

当てはまる)で回答を求めた。

2. 1罰則J交の認知i・fjl"EEI (2001) で使用された~~~

題困難度を測定する項目をもとに項目の表現を専

攻分野に関する内容に修正してFFJいた("専攻して

いる分野の内容を j型jf]卒することは。 I~l 分にとって難

しいことだと思う"など3J頁@)。教示は， 11攻し
ている分野の学習についてお尋ねします"とし、 7 

件法(1 :全く当てはまらない~7 :非常に当ては

まる)で回答を求めた。

3. 達成動機・明野 (1994)の達成動機尺j支を使

用した。“自己充実的達成動機" ("~ilt しいことでも

自分なりに努力してやってみようと思う"などの14

項目)，“競争的達成動機" (“他人と競争して勝っ

とうれしい"などの1OJJ! i~1 )の 2つの下位尺j支から

なる。教示は・あなたの普段の考え方についてお

尋ねします"とし， 7 {ej二法(1 :全く当てはまらな

し ì~ 7 非常に当てはまる)でIITI答を求めた。

4. 達成目標:1:1:11:1:1 .藤田 (2003) の;達成 I~Ii禁尺
度における項告の表現を専攻分gJlに関する内容に修
正してmいた。尺度は“マスタリ一目標.， (“専攻し
ているう士野を学習する 11寺，{出~~ι子ji来るだけ多くのことを

う女知知;1羽i日iりたいと思う" なとど守7σの)5 耳項1l~日Eヨj)上，

接;近立!日ヨ標.， ("l~f攻している分日!J-の学習で\ 他の人よ

りも成績が良いならば， よくやったという気持ちに

なる"など5項呂)， ";-:フォーマンス1m避目標.， ( 
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攻している分野の学習で 他の人より悪い成績を

とってしまうのではないかと心配している"などの

5項目 )の3つの下位尺度から なる。教示(J:. "W 
攻している分野の学習について， あなたの考え方を

お尋ねします"とし， 7 fl:.it~ (1・全く当てはまら

ない~7 :非常に当てはまる)で回答を三iとめた。
5 自己調整学習方111自の使fl'l:畑好・及川1.半浮

(2011)の自己調整学習方111告尺度を使用した。日動機

づけ訓盤方111ι(“興味がない授業でもーやる気を

もって受ける"などの 6境目)， "'NI!，9JI調設プ)'111ι(“授

業を受ける l 'ííJ に • }J、前の内容を党えているかどうか

雌かめる"などの 8項目)，“行動制盤方111告" (" I~I 分

のできる範|却を計画して学習する"などの6項目)• 

.. 'Ii与動訓撃ブ'/111告.. (“物事がうまく 行かなかった11守，

心配しなくていいと自分自身に言う"などの 4項

目)の 4つの下位尺度からなる。教示は‘あなたが

専攻している分UFfを学習する時の機子についてお尋

ねします"とし. 71~1ニ法( ]_ :全く当てはま らな

し \~7 :非常に当てはまる)で回答を求めた。

6. 興l床:湯・外LU (1~ll hTll) 仁1: 1)が作locした大学生

m学~W分野への興味F:J立(以下興味尺度とする)を

使用した。"!(i"J<;'1育的1ini1直による興|味 (4 J頁 J~J )"・"認

知I((J1ilJi1直による興味 (4-項目r・"興味対象I.YlJ辿の
矢I]~哉( 4項 目)"の 3つの下位尺度からなる。教示は.

.早f-攻している分mJ'について， あなたの考え方ーをお

尋ねしま す"とし， 71t!ニ法(1 :全く当てはまらな
し、 ~7 非常に当てはまる)で回答を求めた。

7 学習H寺/MJ:授業以外に専攻している分野の 1

週間あたりの学W/I時間について 試験JUilHJ以外と試
験則 111J 内別に I~I111記述で回答を求めた。

8. 専攻分日l}関連の進路選択:専攻している分Uff'

の専門職あるいは大学院への進学の希望について，

7件法(1 :全く ない~7 :非常にある)で回答を

求めた。

手続きおよび倫理的配慮 調査は講義毎に集|ヨlで

実施した。サンプル Aに汁して.尺j支1~ 5を使

JFJ し，サンプjレ B に対して尺度 l および 6~8 を

使用した。そのうち 1 サンプル Bに対・して，大学

1 iJ::1時と今現在日Ijに尺度 lおよび6に対する回答を

求めた。 質問紙のブエ ースシー トに， IITI答は授業の

成績等に関係ないこ とー調査への参加lは自lilil)ではな

いこと， [亘!答者のプライパシーは i~~設されること，

質問項目への|回答をもって.調査協力に同意したも

のとみなすことを明記し.仁l頭でも説明を行った。

質 I~:\:J紙の冒頭で学吉li. 学年，性自1]， 年齢を尋ねた。

なお，本研究は学 FJ~J の iiJI 究倫JlH審査委員会の承認を

受けて実施された。

結果と考察

対象価値尺度の探索的因子分析および信頼性の検討

回答に欠損値があっ たものを除き， 分析はサンプ

ルAとB (大学 151三11寺のi回答) を合わせた317名の

テ‘ータを用いた。

まず.対象制佃伽Ji1他直尺!度支における4引1のi樹i起樹2訴f定]項京目に井対jし
て]項買目分析を行行-つた。 そのl際捺釘、 1肯奇定z率;存芸 ("~引.~引ゴ刻|常にあ

てはまる

わせた害制1)合) カがf屯80%を}起埠える 6]項j主京:司1J目ヨ (じ..興|味床|関羽;述J1H和制仙l耐削li i 
f他直川に|到する 3項目 ， “ I~I 我関連1íl l川町に|期す る 3

J}'( J~I )を ì~íiJ [徐した。

次に， 35項目の得点について探索 (I~J 1お子分析を

行った。その結果、 Jj!1J有・値の減衰状況は13.51，2.97， 

2.44， 1.75. 1.27. 0，94. 0.91・・・であった。[j!1]有値の

抗移とjげ釈可能性により， 51~1 子fiJií，を採用した。そ

こで， 5 Itl子 1~W. :造と仮定し 最尤法，プロマックス

1m転による I~I子分析を行った。どの因子にも負担j衰

の絶対値が.40に満た ない 4 現 J~l ， また複数の因子

に .30以上の負荷を示した8項目を除外し単純梢

造を得られるまで同様の因子分析を繰り返した。最

後に残った23項目に関して rlable 2に示したよう

な結果が得られた。なお. 1m転YVjの 51玉|子で23項目

の累積請:与Ef~は59 .08% であっ t::. o
第 1I~I 子は， “名誉が得られる"・吋よい収入につ

ながる" など脱毛 (2013)の分類では“報酬|羽述iI!II

値"と想定された項目 また 1司ITIIからできる人と

して見られるリ・ 1llの人に自慢できる"など伊i王i

(2001)における“公的獲得価値"と対応する項目

が高い負荷量を示している。他人からの賞・賛も報酬

として考え られるため.I距毛 (2013) に従い，“報

酬関連1illi値"と命名した。

第 2因子は.“より良い社会づくりや人々の生活

を実現することに貢献で、きる ・社会や人々 の生活

を守る ことができる"な と守J:会発展への関心を示す

iilli値|勾谷が高い負荷量を示しているから，“社会関

連価値"と命名した。

第 31~1子は，“楽しさが感じられる"・ 4 自分の興

味を涼めることができる'など興jJ未および、その発達

に関する1illi他内容の項目が高い魚川量を示 している

ことから， 興味関連イ~IÎ1直刊と命名した。

第 41~1 子は 他者を理解できるようになる"

"日々の生活の 1:j:1でのよりよい人IHJ関係が構築でき

るようになる"など主に入院iI羽{系の週間引こ!却する1瓦

目が高い負荷量を示していることから， “対入院!述

価値"と命名した。

第 51玉l子は，“自分の将来の人生において有mで
ある 専攻分野の知識を活用できる υ など個人の

未来の 目標や知識の有用性
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選を示しているから， 口実用関連価値"と命名した。

tUこ，Table 2に示 した項iヨ (四角で閉まれた項

目)で “報酬関連価値(6項目)".“社会関連価値(6 

項目)". ';興味関連1illi値(4項目)". ..対人関連仙i値

( 4項目)". ..実用問:迎価値(3項目)"5つの下位

尺度からなる対象制Ji値尺j支を梢成しt.:..o

また，対象利1i値尺!支の各下位尺度の|均的整合性を

雌認するために，サンプルごとに Cronbachのα係

数を算出 した。その結果，サンプルA サンプル B

Table 2 

の大学 1年i1寺.サンプル Bの今現在の)1慌に，“報酬

関 連 1i!li値"が .90，.81， .89，' ..社会保hlli1illi値"

が .86，.81， .88， "~~J. I床関連価値"が .90 ， .83， .90， 

u対人関連1il!if白"が .87，.84， .87， ..実用関連1illi値"

が .83，.75， .82で、あった。これらより，内的整合性

の観点から対象価値尺度の信頼性がJ確認された。

対象制1i1直尺!支の構成は，予備調査の結果や鹿毛

(2013) による達成謀題に対する仰i値分数のカテゴ

リー と概ね一致した。 ただし 課題の達成に伴 う I~I

対象価値尺!支の凶子分析結果ならびに基従統計量

i羽子

2 3 4 5 11.2 Mean SD 

日報酬関連価値 (α=.87)

名誉が特られる .93 -.16 .13 .02 -.14 .72 3.44 1.29 

よい収入につながる .81 .05 -.17 -.22 .16 .65 3.97 1.49 

Ji司l泣|からできるノ¥として見られる .71 09 -.04 .09一.09 .55 3.79 1.33 

許jl.t斗t会地位を得ることにつながる .70 .00 .08 -.07 .01 .51 3.67 1.39 

他の人に自慢できる .55 -.06 .02 .18 .10 .46 3.76 1.35 

他者ーから尊敬される人になれる .49 16 -.03 .22 .10 .59 3.85 1.36 

F2社会関連古lIi値 (α=.85)

より良い社会づくりや人々の生活を実現することに貢献できる 一.06 89 .04 -.07 .02 .66 4.75 1.31 

社会や人々 に貢献でき る .00 77 .00一.09 .13 .62 4.91 1.27 

社会や人々の生活ーを守ることができる .04 68 .12 .05 -.15 .54 4.14 1.46 

現代社会についていける .09 60 .08 .02 .07 .43 4.44 1.47 

社会問題への適切な対策を考えられることができる -.13 .57 .08 .11 01 .39 4.47 1.54 

周りの人が|調っているH寺に助けることができる .06 .54 一.04 .24 -.04 .48 4.08 1.45 

1'3 !M!I床関連価値 (α=.87)

楽しさが!~じられる .00 -.13 .89 01 .07 .78 5.01 1.44 

I~! 分の興11本を深め る ことができる 一.01 .08 .89 .05 -.04 .77 5.17 1.39 

HMjJi!.!毘が得 られる .04一.06 .65 .08 .16 .61 4.82 1.44 

専攻分日!}に関連した他の分tl!}についても知ることができ る 一.01 .28 .59 .03 -.10 .49 4.83 1.34 

F4対人関連価値 (α=.85)

他者を 3~IIWí できるようになる 一.05 .09 -.02 .88 一.13 .78 3.86 1.58 

日々の生活の中でのよ りよい人間関係が柿築できるようになる .08 -.06一.06 .78 .09 .60 3.91 1.49 

他者とのコミュニケーションが円滑になる .11 .04 .03 75 一.07 .68 3.74 1.52 

自己をJ3!ljijifすることにつながる -.20 -.03 .07 .64 .26 46 4.15 1.54 

F5実m関連fllIぱl立 (α=.80)
I~ I 分の将来の人生において有j刊である

← 02 ∞ -m i l l|l 品五A副引剖 78 5.17 1.36 
専攻分野のま11識を活用できる 02一.03 .24一.021 .571 .52 5.01 1.44 

I~I 分のスキルとして将来の仕事や研究において活mできる .16 .17 .15一.141 .481 .53 4.88 1.40 

|玉|子IIIl柱!I共l .52 

.39 .50 

.42 .56 .47 

.51 .46 .57 .23 

注 1)n=317. 

ri:: 2 )α係数は317のデータを!日いて算出 した。
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尊心の高揚や維持と定義された"I~I 我関連告Ifi値"は

独立した因子とならなかった。“自我i立JJl[和Jj値"は，

Eccles (1983. 2005) によって挙げられた望ましい

セルフイメージに関連する“達成イilli1直伊国 (2001) 

の尺度で区別された他人との比較に注意を向けた

公的獲得1illi値"および“私的獲得似値"と概ね向

ーの概念と思われる。本研究でイ'/1':)&された尺j支にお

いて， “公 IYJ1斐得 1illî1ï~l" に!主jする項目は "'('11酬問J;il\b

iilJi値"にi到する項目と Iつの因子にまとまった。幸Il

酬性の観点から，実手IJと他人からの賞賛とは!可質な

ものと考えられるため、 妥妥，当な斜結j身果果:ミ:と言える O 予f告制体備il現拍H指Ii j 
調ゴ査1左Eでで、得得:られた
i向7苛可上l'的'1下杓竹ド灼〈守J{i官骨佃伽il市而1l耐l目i値" というカテゴリーに関する 3つの項目

には80%以上の肯定率が見られた口この結果より，

大学生において，専攻している分野を学習する1illi値

は， より優れた I~I 己イメージの実現にあると一般的

に強く認識されていることが示峻された。

対象価値尺度の構成概念妥当性の検討

サンプル A (l 85~ろ)のデータを用いて，対象価

値尺!支の各下{立尺伎と専攻している分野の学習にお

ける困難度の認知1 達成目標尺度，達成動機尺度，

I~l 己調整学習方111告尺度および興味;;c j支の各下位尺!支

との関連について検討した。各!マ位尺度11号待点のltl

関係数を Table3~こ示した。

まず。 i丞i基itJ支の認知と対象1illi値の関連を見ると，

困難j支の認知!は，報酬関連価値 (1'=.32， 戸く.001). 

Table 3 

対人関連価値 (r=.28.戸く.001) と正の相関が見ら

れ，社会関連価値 (r= .08， n.s.). 興味関連価値

(r= .11. 11.S.) ，笑m関連価値 (r=.10， η.S. ) との
関連が見られなかったo 11'日 (2001)では，課題の
困難度は‘興味関連{現行直" との11りに負の関連， “実

践的手IJm 1illi 1rft" (本研究における実用関連価値と概
ね対応する)とのn¥jに弱い正の関述.“公的獲得侃

{[ffi[" (本1汎究の報酬関連{illiイ直と概ね対応する)との

l L\ j では有意な十I~I 関が示されず.本研究の結果と一致

しなかった。しかし，上記の結果は内容必然性の観

点による価値の分類(脱毛， 2013)の知見とあるお:

度整合すると考えられる。鹿毛 (2013)の分類ではず

"対人関連1ilJi値"・“報酬l羽述価値"は課題外生IYJ価

値と見られ，専攻分野の学習が離しいと思し五なが

ら， ''j:す人関連1illi1直". •• s'fFZ酬!共1Jl[ iilli館"を高く評定

することは妥当で、あると考えられる。また. 3つの

課題内生的対象価値とi担割引立認知!との間に-貰して
有意で、なし 1相関が示された。説題1ulii直の{j)f究におい
て，背ゴ三が課題を難しく認知iするほどその課題に

対する自己効力感が低く， fA題{illi値も低く許{uliする

ため，“興味関連価値実J=n関連1illi他"と困難度
の認知!との 11¥]に負の関連があると想定している

(Eccles & Wigfield， 1995)。しかし，対象価値と困

難度認知との関連はそれほど単純ではないかもしれ

ない。例えば，対象に対する興味や自己~J)力!惑が高

い場合， ある税!支の困e'iii=j支の認知一|が対象1illi1nきにつな

各下位尺皮肉の相関係数ならひ、に基礎統計量

対象{il!i1itil

'T:ll酬関連 社会関連 興味関連 実用関連 対人IVJ述 Meαn SD α係数

{illi1iti 1illi1直 {il!i値 知iイ[在 仙if直

III難!支の認知i .32キ** .08 .11 .10 .28本本* 4.29 1.17 87 

達成動機

l:el己充実的達成動機 .20本* .37 * *本 .37 * *ホ 27 * *キ .29 *水準 5.17 0.76 .87 

競争的達成動機 .17 * .04 一.01 一.03 一.02 4.65 0.95 .86 

達成日除:

マスタリー .50 *キ* .61ネ** 72 * *キ .47 *キ* .66ホキ* 4.74 1.07 .85 

}¥フォーマンス岐近 ‘38 'ド** .35本*本 30 ，. *キ .14 28 *水* 4.25 1.26 .89 

パフォーマンスl[il避 ‘27キ** .11 .03 .06 .06 3.63 1.10 79 

自己調整学習方111持

動機づけ開設プ]"111台 .29本** .27キ*ホ .37本** .29ネ*キ .29 *キ* 3.69 1.12 ‘90 
認すJI問主主7J1lI告 .33本** .34 * *ホ .36ヰ*キ .32 * * * .33 *宇都 3.74 0.97 .86 

行動調整方11出 .26キ** .25*本本 .25ネ*キ .17 * .16 * 3.63 1.14 .88 

'li1i[!;JfJliJ整方111告 .30本来* .17* .16 * .32 * * * .06 4‘0] 1.11 .76 

***戸く.001， 水*t<.Ol. *戸く.05.

it)サンプル Aのデータを使用した (n= 164~ 174)。
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がることが考えられる。

達成動機と対象1illi値の関連を見ると "自己充実

的達成動機"は酬関連価値 l' (1'= .20，戸く.01)， 

子士会関連価値"な=.37，戸く.001)，..興味関連価値"

(1'= .37，戸く.001)，'.'実用関連制li値" (ァ=.27， 

pく.001)， “対人関連知liイ由"(1'= .29， jJく.001) のい

ずれとも正の相関が見られた。また， 日報酬関連1il!i
値"のみが“競争的達成動機"と正の相関が見られ

た(ァ=.17，戸く.05)。これらの結果は予想通りであっ

た。

達成，~!i幸!と対象イilli他の関連を見ると，“マスタ
リ一目標"は， “卒Iif制関:iili1ilti値"(1'= .50，戸く.001)，

“社会関連1illi値"(r= .61.戸く.001)，“実用関連1illi値"

(1' = .47，戸く.001)，“対人関連価値 "(1'=.66， 
戸く.001)のいずれとも中程度の正の相関が見られ，

'lable 4 

“興味関連イilliイ直リ (1'= .72，戸く.001) と強い正の相|羽

が見られた。これらの結果も予想通りであった。

自己調捺学習方II自の使用と対象1illi値の関連を見る

と対象価値尺j支の下位尺度いずれも複数の自己前

雑学習方11I告の使用と関連したい=.l 6~.37) 。これ

らの結果は予想と一致した。

以上よ IJ. 対象1~li佑尺j支の恭準関連妥当性が雌認

された。

興味と対象価値との関連

tJ、下の分析はサンプル B (l45::'E，)のデータをFFJ
いた。

興味尺度と対象価値尺度との関連 興味と対象1illi

値の関連を検討するために， まず大学 i年時および

今現在における興味と対象1illi値の各下位尺度!iiJの相

関係数を算出した。その結果を 'lable4に示した。

各下位尺j支1M]のキliI刻係数ならびにき!~礎統計量

大学 1jl~11寺の興味 今現在の興I~ミ

!自"i守的価値目立):IJf!'J{illi1菌 興i味対象 !広li'f!'J¥J1illi1n立認9:11(1包1illi1直 興味対象
による輿l味による興i味関連のう:11識 による興l床による興|味|珂i主の知識

報酬l関連部liイ[主 Time1 .07 
.23 * * .23キ* .13 .25ネ*

Time2 .10 .20 * .24本本 .32 *キ* .42ネ**

社会関連価値 Time1
.21キ .33本*本 .26本* .20斗 .25市津

Time2 .20 * .33 *本* .32 * * * .44 * * * .51 * *本

興味関連filfiff在Time1 
.67 * * * .57 *本* .60 * *牢 .54 * * .46本**

Time2 .51 * * * .49 * * * .54 * * .89 * * * .81 * * 

対人関連1iHi他 Time1 
.21傘 .24ネ* 23** .10 .05 

Time2 .25キ* .28本キキ 34 * * * 42 * *キ .41 *水本

~ml羽述1ílli値 Time1 .38キ**
.48ホ** .24ホ* 35*ネ* .35 * *本

Time2 .28キ*本 .43米本* .31 * * * .67 *キ* .76 * * * 

α係数 .95 .81 .87 .96 .89 

Mean 5.26 5.03 3.70 5.17 5.23 

S1) 1.38 1.08 1.35 1.48 1.22 

* * *戸<.001，キキ戸<.01. *戸く.05.

dJ サンプル 8 のデータを 1~nj した (η= 138~ 141)。

中!

f、，."守、 IllJJlI'-'
日3

Figure 1. 興味と対象f!lli備に|羽する交差遅延モデル。

u:l)分析する|祭， Timel. Time2における同様の観測変数1/1]の出差相!却を仮定した。
注2)R2J， R

2
2は決定係数を表す。

.21 * 

.40 * * * 

.27 * * 

.46 * * * 

.52 * * * 

.79本**

.15 
44キキネ

.27 * * 

.59 *水*

.91 

4.27 

1.37 

4一一一一一ε2

Meω1 SD 

3.81 1.00 

3.77 1.16 

4.21 1.03 

4.25 1.20 

5.12 1.14 

4.99 1.29 

3.72 1.34 

3.83 1.29 

5.25 1.10 

5.04 1.19 
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そして. Figure 1に示した交差遅延モデルを用い，

下位尺度ごとに共分散摘造分析を行った。その結果

をTable5に示した。大!学 1ir'-n寺の u興味関連イlHi値"

から，今現在の 1悲情Ij<:J1iili1直による興味"は2= .41. 

pく.01)，"Hz，9Jl (I'Jfíllif@: による興I~(' (s2= .26， Pく.05)
へ.大f苧学字芋: 1 王1年iド引三斗11時!時寺の
]現)丸f{主在Eの "1，実3支ミ)刑:1羽i目'Jt供附共持j;;述企官制仙価l目出1i1他痘" (は8ム"=.2お3.戸く.0侃5)へのi厄凶亘司i 
帰{係系数が有?主謹意i主主f:で、あつた C

学習時間，専攻分野関連の進路選択と対象価値尺

度との関連 対象台jji悩の各側面と学習時1111. 進路選

択との関連を検討するために，今現在における対象

{illi値)¥!.}支の各下4佐尺度と学習Il寺I!江:進路選択とのitl

i立j係数。 また対象五lli飽尺度の他の下位尺)支をあ!tilJIjし

1ミリ)le5 

た {~Ij相関係数を算出した (Table 6)。偏相関係数の

まfi:!!li!:を見ると，“興味関連制li値打は，試験期間以外

の学習時間(戸r=.26，戸く.01) と正の関連が見られ

た。また，“実用関連官I!i値"は，専攻分野関連の進

路選択 (pr= .36. jJく.001) と正の関連が見られた。

総合的考察

本研究の @I'Iワは，大学~I::.)日学習分野fifli値尺 j支を作

成し.その信頼性と妥当性の検討を行うとともに，

大学生における専攻分釘'への学習興味と専攻分野に

対する対象五lIi値との関述について検討することで

あった。そのため， まず， 可!il曜日開述自lIi1正[" . "+J会

交法遅延モデルに恭づくパスfiJiHJi'の分析結来

行l 日z {1:1 日i R"I R"フ <1) GIF RMSEA 

感Irl(J911l1iiillによる興味一報酬関連lll1i植 55*キ* 02 86不本* LO .33串本水 74本*本 13 49 *本* .945 077 

認知的価値による興味一抑制問述古lIi値 56 *..牢 .16 87 ..牟率一.04 38 ..傘本 75不*本 .25彬 55本車率 909 .085 

興財:対象関連の知識一報酬関連lll1i{il( .69本*本 04 85水本市 。ど .19 ..キキ .74本キ本 36本.... .59本*本 .906 .090 

)'&¥'Ii拍<J1I!1バi立による興味一社会開述{illi他 .5/1 ..キ率 ‘07 .67" ..本 11 .33*本車 47輩*牢 22キ 52本本本 .~)!J5 .075 

認知1(1%11バ立による興味一社会開述{i!lilll( .56本格* 陶10 .65本*本 09 .36戦本半 47ネ.... 29本 .60 ・半本 .914 079 

興味対象!勾述の知識一社会関連価値 68 ・キキ .16 .Or-J 円訴訟*キ .07 .50本半本 49本*取 JつJつキ悠 バ7*キ.. .931 07.1 

l感附竹IlIli{IL(による興味一興味供j述{ill刊i在 ??半*本 .!J 1 ..牢 66本末キ .07 .40本車率 .50本*キ .74 ..本水 97地卒事 .963 081 

認知的価値による興味-~jjJ!1味関連 iillバ'ili 42ホネ本 .26 .. 6]キ*ホ .14 39宇*キ .50"..キ 70寧本家 .90ネ本車 951 。79
興味対象関連のうJI識 一興味関連古川佑 59 **キ 17 59 ..象キ ー17 .51宇字率 五l半球本 69本傘* 83常事事 961 。73
!芸'/j'I(J'0 iiIJi1iiJ:による興味一対人関連制li伯 59ネ本傘 1l 69キキキ ー .06 33権準本 .52本.... 22本 .58歌等.. .978 .059 

認知的1>>li佑による興味一対人関連iJ1Ii1IM 62本キ本 -.11 .68キ*本 10 37 ..本 51 ..半本 24ネ ‘66 ..車率 968 059 

ft:J川、対象Wd述の知識一対人IMj述{illiiiU 72キ*本 .15 .66本*率一 07 .49等卒学 52匁*キ .33ホキ.. .55ホ*キ .975 .054 

!出11刊そJ{illiii'むによる興味一実用|弘j:iili 1111i 1il¥ .4 7キ.... .20 .38水球水 14 .35本*本 .22キ*キ .49*ネ.. .72本本字 .971 .076 

認知的I!iliiiuによる興味一実用関連iilliiiil .53本尊* Oq 36本ヰキ .22 .35キ本キ 27 ・本* 63本*率 ‘81 ..本本 ‘925 098 

fJ'1!11求対象|関連の知識 -VU111均:iiliiillii直 67卒事* .09 37キ*キ .23事 50端本本 25半本キ 35 .. 荷主 当事 66 *.キ 917 085 

本.*戸く“001. キ縁p<.OI. キt<.05

it 1 )分析はサンプル 13のデータを{'I!JrJした (n=133~135) 。

it 2)モデルの適合j立指僚として GIF. HMSEAをJljl、る。各i手数の意味は Figure]に対応する。

Tab!e 6 

学習時IIIJ，iJ川IJ分mf'1共!述の進路選択と Time2におけるfilli1it'l認識の各下位尺皮肉におけるi'i!I共J.偏相関係数

f字:習11寺)JiJ
専門分野関連の進路選択

試験期間以外 試験知Jlmドヨ
γ 。r T 戸r γ pr 

幸li~制限J:iill{illi他 -0.04 0.07 -0.08 -0.12 0.28ち* 0.03 

社会関連{1l!I他 0.02 0.01 0.03 0.06 0.19本 0.16 

興味出J:iill{il!i1W 0.19 0.26 *本 0.11 0.17 0.42 *キヰ 0.09 

対人i期連1IiIi1iM -0.04 0.12 -0.09 -0.15 0.08 -0.02 

実m関連{illi倍 0.07 0.10 0.05 -0.04 0.53 *キ* 0.36 * *キ

**.戸<.001. *水戸く.01. *戸く.05.

i主1)分析はサンプル Bのデータをmt_" た (n= 115~ 145)。
d二2){_ffiHEI関係数(戸r) は(i1li1mUi:2、識)'(1支のほかの下佐尺J立を統的IJした。



16 筑波大学心理学研究 第 52号

関連価値"興味関連{IT!i倍“対人関連価値‘実

月3関連価値"の5つの下位尺度からなる対象価値尺

度を作成した。内的整合性の観点から対象骨li値尺度

の信頼性が確認された。また， 対象価f値直尺)度支の下f古位1立t 
尺}度支しい1吋すずヱれも “|自ヨ己充実達)成友動機マス夕リ一目

1襟紫
i匝酬5釧州州州|関羽述制伯似liイ倍註“.対人|怯関共羽j述イ備i而耐目fi{値直" のみ. 専攻している

分野の学習における困難度の認知と正の関連，“宇仕

掛i関連イiUi値"のみ，“競争的達成動機"と正の関連
が見られたことから.対象価値尺!支の妥当性がある

桔lJ支冊;記、された。

次に，興味と対象価値の関連について検討を行っ

た。

その結果，大学 l 年時の "ß~JI味関連制lî値"が現在

の"!\'{;情 IJ守備イ患による ~IJ.I味"・ 1E知的価値による興

i味"大学 1年11寺の“興味対象関連の知識"が現在

の“笑m関連{i日i{直"を統計的に有意に予fJtiJした。ま
た，現在の"興味関連価値"は，試験期間以外の学

習時間と，現在の"実用関連価値"は，専攻分野関

連の進路選択とそれぞれ正の関連が見られた。

以上興味関連価値"が後続の興味を予測する

結果は先行 Ti)f究と一致した (Hullemanet a1.， 

2008)。そして， “興味関連{illi値"と学習11寺I1JJとの118J

(こ正の関連が示されたことより，興味関連1illi値が高

いほど，普段より多くの学~1{1 1l寺問を投入し興味対

象に従事する中で、興味が高まる可能性が示唆され

た。

また， “実用関連1ilfi1直"と専攻分mf'関連の進路選
択との|間に正の|関連が見られたことは，先行lI31究に

おけーる 7ミPFJ1i日j組"が後続の興味を予測した結果
(Hulleman et al.， 2008; Hulleman et al.， 2010) と整

合するといえる。ただし 交差遅延モデルの分析結

果より。大学 1i'1三時の u実)eFJ関連1il日値"は現在の興

味を予測しなかったが 大学 1年11寺の興味は現在の

“実用関連1illi1ni"を統計的に有意に予測した。興味

を持って興味対象に取り組むほど，知識が蓄積さ

~l_，興味対象が有)，I=J であるという価値認識が自然に

生じてくるのではないかと示唆される。

最後に，本研究の限界と課題について述べる。ま

すて本1iJf究では回想法を用いて検討を行ったが， 過

去に|期する記憶は今現在の状態に影響される可能性

があるため，今後縦断的調査による検討が必要と考

えられる。また，興i味とtJ"象{!lliイ直の関連に関するう士
析でmviたサンプル(ま主に大学 3

曾
4年生で、あった

が，対象古1Ii1車が興味の変化に与える影響は興味発達

の早期段階において顕著である可能性が考えられる

ため，大学 i年生を対象とする検討も必要であろ

う。さらに，対象倒値が興味の変化に与える影響は

自己効力期待や実際の成績によって影響される可能

性があるため，それらの要因を取り入れる研究も必

要と考えられる。
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